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農
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経
営
─
マ
ラ
ウ
イ
の
事
例
か
ら

原
島　

梓

特 集特 集
　

ア
フ
リ
カ
の
農
家
は
、
ど
の
よ
う
な
農
業
を
営

み
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
問
題
に
直
面
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
マ
ラ
ウ
イ
の
農
家
を
事

例
と
し
て
取
り
上
げ
、
農
家
の
経
営
お
よ
び
直
面

し
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。　

　

ア
フ
リ
カ
の
農
家
は
、
旱
魃
や
洪
水
と
い
っ
た

天
候
不
順
、
肥
料
・
労
働
等
の
投
入
要
素
市
場
の

問
題
、イ
ン
フ
ラ
の
未
整
備
、情
報
不
足
等
、様
々

な
問
題
に
直
面
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
な
か
で
も

マ
ラ
ウ
イ
で
は
、
特
に
融
資
制
度
の
未
整
備
に
よ

る
資
金
不
足
が
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
そ

こ
で
以
下
で
は
、
具
体
的
に
、
メ
イ
ズ
生
産
、
タ

バ
コ
生
産
、
酪
農
の
三
点
を
取
り
上
げ
農
家
の
経

営
を
紹
介
し
、
そ
の
な
か
で
資
金
不
足
と
い
う
問

題
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。

●
マ
ラ
ウ
イ
の
農
業

　

マ
ラ
ウ
イ
は
東
南
部
ア
フ
リ
カ
に
位
置
す
る
内

陸
国
で
あ
る
。
同
国
の
経
済
は
農
業
に
大
き
く
依

存
し
て
お
り
、
人
口
の
八
六
％
が
農
村
に
居
住
し

て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
家
計
調
査（
参
考
文
献
①
）

に
よ
れ
ば
、
農
家
の
九
六
％
が
主
食
の
メ
イ
ズ
を

生
産
し
て
お
り
、
農
家
は
そ
の
他
に
、
落
花
生
や

野
菜
、
バ
ー
レ
ー
種
タ
バ
コ
（
以
下
、
タ
バ
コ
）

等
の
生
産
を
行
っ
て
い
る
。

　

マ
ラ
ウ
イ
で
は
一
九
九
四
年
に
、
主
に
農
家
に

対
し
融
資
を
行
っ
て
い
た
政
府
系
金
融
機
関
が
破

綻
し
た
。
そ
の
後
、
新
た
に
農
家
を
対
象
と
し
た

金
融
機
関
が
設
立
さ
れ
た
も
の
の
、
融
資
の
規
模

は
大
幅
に
縮
小
さ
れ
て
い
る
。
金
融
機
関
か
ら
融

資
を
受
け
ら
れ
た
農
家
の
割
合
は
、
二
〇
〇
一
年
、

二
〇
〇
四
年
と
も
に
二
％
の
み
と
、
そ
の
割
合
は

非
常
に
低
い
。
ま
た
、
親
戚
や
金
貸
し
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

等
と
い
っ
た
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
金
融
か
ら
融
資
を

受
け
た
世
帯
も
四
％
の
み
で
あ
り
、
大
部
分
の
農

家
は
ど
こ
か
ら
も
融
資
を
受
け
ら
れ
て
い
な
い

（
参
考
文
献
②
）。

●
メ
イ
ズ
生
産

　

近
年
、
マ
ラ
ウ
イ
の
メ
イ
ズ
の
総
生
産
量
は
低

迷
し
て
い
る
。
そ
の
一
因
と
し
て
は
、
依
然
と
し

て
メ
イ
ズ
の
在
来
種
の
採
用
率
が
高
く
、
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
種
の
採
用
率
が
低
い
た
め
、
単
位
面
積
あ

た
り
の
収
量
が
低
迷
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
種
は
在
来
種
に
比
べ
単
収
は

高
い
も
の
の
、
種
子
を
毎
年
購
入
す
る
必
要
が
あ

る
。
一
方
、
在
来
種
は
単
収
は
低
い
も
の
の
、
種

子
は
自
家
採
取
で
き
る
た
め
、
種
子
の
購
入
費
用

は
か
か
ら
な
い
。

　

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
種
の
採
用
率
の
低
迷
を
憂
慮
し

た
政
府
は
、
一
九
九
八
年
か
ら
二
〇
〇
四
年
に
か

け
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
種
の
種
子
と
化
学
肥
料
を
貧

困
農
家
に
対
し
無
料
で
配
布
す
る
「
ス
タ
ー
タ
ー

パ
ッ
ク
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施
し
た
。
こ
れ
は

政
府
が
、「
比
較
的
貧
し
い
農
家
の
多
く
が
在
来

種
を
採
用
し
て
い
る
の
は
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
種
の

単
収
の
高
さ
を
知
ら
な
い
た
め
で
あ
り
、
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
種
を
一
度
使
え
ば
、
そ
の
単
収
の
高
さ
を

実
感
し
、
以
後
、
農
家
自
ら
が
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
種

を
購
入
し
て
使
用
す
る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
」

と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
終
了
後
、
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
種
の
採
用
率
に
大
幅
な
伸
び
は
見
ら
れ

な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
多
く
の
貧
困
世
帯
が
、
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
種
の
単
収
の
高
さ
は
理
解
し
た
も
の

の
、
所
得
水
準
に
比
べ
て
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
種
の
生

産
に
必
要
な
投
入
財
の
価
格
が
高
く
、
購
入
で
き

な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
マ
ラ
ウ
イ
の
農
家
の
平

均
メ
イ
ズ
作
付
面
積
は
一・
六
エ
ー
カ
ー
で
あ
り
、

こ
の
面
積
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
種
を
作
付
け
た
場
合
、

必
要
な
投
入
財
の
購
入
コ
ス
ト
は
農
家
の
平
均
年

間
総
所
得
の
三
〇
％
程
に
も
相
当
す
る
。
し
た

アフリカ開発の現在
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が
っ
て
多
く
の
世
帯
は
資
金
を
調
達
で
き
な
い
た

め
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
終
了
に
よ
り
無
料
の
投
入

財
を
も
ら
え
な
く
な
っ
て
か
ら
は
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
種
の
採
用
を
諦
め
、
や
む
を
得
ず
在
来
種
を
採

用
し
て
い
る
。

●
タ
バ
コ
生
産

　

マ
ラ
ウ
イ
の
農
家
に
と
っ
て
、
タ
バ
コ
は
最
も

収
益
性
の
高
い
作
物
で
あ
る
。
タ
バ
コ
生
産
で
得

ら
れ
る
一
エ
ー
カ
ー
あ
た
り
の
農
業
所
得
は
、
メ

イ
ズ
（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
種
）
の
七
倍
、
落
花
生
の

八
倍
に
も
あ
た
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に

収
益
性
が
高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
マ
ラ
ウ
イ
で

タ
バ
コ
生
産
を
行
っ
て
い
る
農
家
は
全
国
の

一
〇
％
程
に
す
ぎ
な
い
。
な
ぜ
、
多
く
の
世
帯
は

タ
バ
コ
を
生
産
し
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
理
由
の
一
つ
に
、
農
業
経
営
費
の
高
さ
が

あ
る
。
タ
バ
コ
生
産
に
要
す
る
一
エ
ー
カ
ー
あ
た

り
の
農
業
経
営
費
は
、
メ
イ
ズ
（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

種
）
の
三
倍
、
落
花
生
の
一
八
倍
と
非
常
に
高
く
、

農
家
の
平
均
年
間
総
所
得
の
約
五
〇
％
に
も
相
当

す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
高
額
な
農
業
経
営
費

を
賄
え
る
世
帯
し
か
、
タ
バ
コ
を
生
産
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

　

マ
ラ
ウ
イ
で
は
金
融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け
ら

れ
る
世
帯
は
非
常
に
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め

大
部
分
の
世
帯
は
こ
の
農
業
経
営
費
を
、
自
己
資

金
や
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
金
融
で
賄
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
多
額
の
農
業
経
営
費
を
用

意
す
る
こ
と
が
で
き
る
一
部
の
比
較
的
豊
か
な
農

家
し
か
、
タ
バ
コ
生
産
に
参
入
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。

●
酪
農

　

マ
ラ
ウ
イ
に
お
い
て
、
酪
農
も
ま
た
収
益
性
が

高
い
。
乳
牛
一
頭
の
平
均
年
間
所
得
は
、
一
エ
ー

カ
ー
の
メ
イ
ズ
（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
種
）
生
産
で
得

ら
れ
る
所
得
の
三
倍
、
落
花
生
の
そ
れ
の
四
倍
に

あ
た
る
。
酪
農
は
、
タ
バ
コ
生
産
ほ
ど
収
益
性
は

高
く
は
な
い
も
の
の
、
経
営
面
積
が
十
分
に
な
い

農
家
に
と
っ
て
は
魅
力
的
で
あ
る
と
言
え
る
。
し

か
し
、
乳
牛
を
飼
育
し
て
い
る
の
は
農
家
全
体
の

わ
ず
か
八
％
の
み
で
あ
る
。

　

酪
農
家
の
割
合
が
低
い
要
因
と
し
て
、
生
乳
の

出
荷
先
の
問
題
や
、
技
術
普
及
の
問
題
等
、
様
々

な
要
因
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
な
か
で
も
子
牛
の
価

格
が
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

子
牛
一
頭
の
平
均
価
格
は
、
農
家
の
平
均
年
間
総

所
得
の
一・
四
倍
と
、
非
常
に
高
い
。
し
た
が
っ

て
子
牛
を
購
入
で
き
る
世
帯
は
、
よ
ほ
ど
裕
福
な

農
家
か
、
あ
る
い
は
融
資
を
得
ら
れ
た
農
家
に
限

ら
れ
て
し
ま
う
。
し
か
し
融
資
に
は
ほ
と
ん
ど
期

待
で
き
な
い
た
め
、
酪
農
家
の
割
合
は
低
迷
し
て

い
る
。

●
資
金
不
足
の
克
服
が
課
題

　

こ
れ
ら
の
例
を
見
る
限
り
、
マ
ラ
ウ
イ
で
は
各

農
家
の
資
金
力
が
作
物
選
択
の
際
の
重
要
な
要
素

に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
収
益
性
が
高
い

作
物
は
、
農
業
経
営
費
も
高
く
、
資
金
調
達
が
必

要
と
な
る
。
し
か
し
同
国
で
は
融
資
制
度
が
未
整

備
の
た
め
、
大
部
分
の
農
家
は
融
資
を
得
ら
れ
ず
、

資
金
調
達
手
段
を
失
い
、
収
益
性
が
高
い
作
物
の

生
産
に
参
入
で
き
て
い
な
い
。

　

比
較
的
豊
か
な
世
帯
は
、
資
金
力
を
活
か
し
、

収
益
性
の
高
い
作
物
を
生
産
し
、
さ
ら
に
農
業
所

得
を
向
上
さ
せ
て
い
る
。
一
方
で
、
比
較
的
貧
し

い
世
帯
は
資
金
を
調
達
で
き
な
い
た
め
、
農
業
経

営
費
が
低
く
収
益
性
の
低
い
作
物
し
か
生
産
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
比
較
的
豊
か
な

世
帯
と
比
較
的
貧
し
い
世
帯
の
所
得
格
差
は
広

が
っ
て
き
て
い
る
。

　

近
年
、
こ
う
し
た
状
況
を
改
善
さ
せ
る
た
め
に
、

マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
あ
る
。
し
か
し
、
二
〇
〇
四
年

の
段
階
で
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
融
資
を
受
け
た
世
帯
は
全

体
の
一
％
に
過
ぎ
ず
、
資
金
不
足
と
い
う
問
題
の

根
本
的
な
解
決
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

（
は
ら
し
ま　

あ
ず
さ
／
丸
紅
株
式
会
社
市

場
業
務
部
）

《
参
考
文
献
》
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原
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「
マ
ラ
ウ
イ
の
農
村
金
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家
計
調

査
の
分
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か
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所
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二
〇
〇
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年
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